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私
の
目
の
前
に
一
枚
の
地
図
が
あ
る
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
中
で
、

ど
の
地
域
が
安
全
で
、
ど
の
地
域
が
反
政
府
武
装
勢
力
に
支
配
さ
れ

て
い
る
か
を
示
す
地
図
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
夏
に
国
連
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

こ
の
地
図
を
見
る
と
、
ア
フ
ガ
ン
南
部
と
東
部
に
お
い
て
は
、
県
の

中
心
部
を
除
く
ほ
ぼ
全
地
域
で
、
重
武
装
の
警
護
な
し
に
は
ア
フ
ガ

ン
政
府
職
員
や
国
連
職
員
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
参
考
ま
で
に
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
が
国
連
か
ら
入
手
し
掲
載
し
た
も
の
を
基
に
編
集
部

が
作
成
し
た
図
を
示
す
。著
者
の
も
の
と
ま
っ
た
く
同
一
で
は
な
い
）。

　

私
は
二
〇
〇
八
年
に
研
究
者
と
し
て
二
ヵ
月
間
ア
フ
ガ
ン
で
調
査

を
行
い
、
一
〇
年
の
一
年
間
は
カ
ブ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ

の
和
解
・
再
統
合
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
機
会
を
得
た
。

し
か
し
、
南
部
や
東
部
だ
け
で
な
く
、
北
部
や
西
部
に
お
い
て
も
治

安
状
況
が
悪
化
し
、
基
本
的
に
県
の
中
心
部
の
外
に
行
く
こ
と
が
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
ど
う
和
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め

る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
ア
フ
ガ
ン
の
治
安
状
態
は
、
二
〇
〇
一
年
に
米
軍
を
中
心

と
す
る
不
朽
の
自
由
作
戦
が
行
わ
れ
、
タ
リ
バ
ン
が
い
っ
た
ん
崩
壊

し
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
が
誕
生
し
た
直
後
に
は
、
今
と
は
全
く
違
っ
て

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授

東
大
作

ひ
が
し　

だ
い
さ
く　

一
九
九
三
年
大
学
卒
業

後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
、
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
修
士
・

博
士
課
程
修
了
。
国
連
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援

ミ
ッ
シ
ョ
ン
政
務
官
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一一
年
よ

り
現
職
。
著
書
に
『
平
和
構
築
』
な
ど
。

困
難
な
自
立
へ
の
道
の
り

和
解
へ
の
課
題
と
展
望

対
テ
ロ
戦
争
の
主
戦
場
で
あ
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。

国
際
社
会
の
必
死
の
関
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事
態
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
る
。

国
内
の
安
定
の
た
め
に
い
ま
必
要
な
こ
と
と
は
。

９・１１
後
の
諸
相                          

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
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い
た
。
人
々
の
話
を
聞
け
ば
、
カ
ブ
ー
ル
か
ら
南
部
の
中
心
都
市
カ

ン
ダ
ハ
ー
ル
ま
で
車
で
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
し
、
国
連
職
員

も
、
カ
ブ
ー
ル
市
内
の
宿
舎
か
ら
事
務
所
ま
で
、
自
転
車
で
通
っ
て

い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
二
〇
一
〇
年
に
は
、
私
を
含
め
た
国
連
職
員

は
、
カ
ブ
ー
ル
内
で
も
す
べ
て
の
移
動
を
防
弾
車
に
乗
っ
て
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
街
を
歩
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
い
つ
攻

撃
さ
れ
る
か
、
誘
拐
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
だ
か
ら
で
あ
る
。

民
族
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
治
安
状
況

　

こ
の
一
〇
年
間
の
ア
フ
ガ
ン
の
軌
跡
を
考
え
る
と
き
、
常
に
光
と

影
の
部
分
が
あ
る
。
一
〇
年
間
に
わ
た
る
大
規
模
な
国
際
支
援
は
、

カ
ブ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
都
市
の
発
展
を
促
し
、
二
〇
〇
一
年
当
初

の
廃
墟
に
カ
ブ
ー
ル
を
見
た
人
か
ら
は
「
見
違
え
る
よ
う
な
」
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
ビ
ル
が

建
設
さ
れ
、
ネ
オ
ン
も
華
や
か
な
結
婚
式
場
や
西
洋
式
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
次
々
と
新
設
さ
れ
て
い
る
。
道
路
や
水
道
な
ど

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
着
実
に
進
み
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
初
等
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
教
育
の
向
上
・
改
善

も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
治
安
の
悪
化
が
都
市
と
地
方
の
双
方
で
拡
大
し
、
住

民
た
ち
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
の
は
、
異
な
る
民
族
間
や
地
域
間
で
、
治
安
の
状
況
や

経
済
発
展
の
状
態
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
だ
。
毎
年
、
ア
フ
ガ

ン
全
土
で
六
〇
〇
〇
人
規
模
の
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ア
ジ
ア
財
団
」
の
二
〇
一
〇
年
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

ア
フ
ガ
ン
の
少
数
民
族
で
あ
り
、
比
較
的
治
安
の
よ
い
北
部
や
西
部
、

中
部
に
住
む
タ
ジ
ク
人
や
ハ
ザ
ラ
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
は
、
い
ず
れ
も

半
数
以
上
の
人
が
「
タ
リ
バ
ン
時
代
よ
り
も
、
現
在
の
ほ
う
が
経
済

状
態
が
良
く
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
（
タ
ジ
ク
人
が
五
一
％
、

ウ
ズ
ベ
ク
人
が
五
三
％
、
ハ
ザ
ラ
人
が
五
四
％
）。
一
方
、
ア
フ
ガ
ン

で
最
大
多
数
を
占
め
、
南
部
と
東
部
に
多
く
住
む
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン

人
で
は
、「
タ
リ
バ
ン
時
代
よ
り
も
経
済
状
態
が
良
く
な
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
人
の
割
合
は
わ
ず
か
に
二
八
％
で
、四
一
％
も
の
人
が
「
よ

り
悪
く
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
治
安
状
況
に
関
し
て
も
、
タ
ジ
ク
人
の
七
七
％
、
ウ
ズ

ベ
ク
人
の
八
二
％
、
ハ
ザ
ラ
人
の
七
六
％
が
「
非
常
に
良
い
」
も
し

く
は
「
良
い
」
と
答
え
て
い
る
の
に
対
し
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
は

五
〇
％
の
み
が
そ
う
答
え
、
残
り
の
五
〇
％
は
「
悪
い
」
も
し
く
は

「
き
わ
め
て
悪
い
」
と
答
え
た
。
ま
た
私
が
〇
八
年
に
ア
フ
ガ
ン
の
三

つ
の
県
で
二
六
〇
人
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
タ

ジ
ク
人
の
約
九
割
が
「
タ
リ
バ
ン
時
代
よ
り
治
安
が
良
い
」
と
答
え

て
い
た
の
に
対
し
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
の
約
七
割
が
「
タ
リ
バ
ン

時
代
よ
り
治
安
が
悪
化
し
た
」
と
答
え
て
い
る
（
拙
著
「
平
和
構
築
」

参
照
）。

　

こ
う
し
た
調
査
は
、
タ
ジ
ク
人
な
ど
少
数
民
族
の
側
は
、
タ
リ
バ

ン
時
代
よ
り
経
済
も
治
安
も
良
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
人
が
多
数

を
占
め
る
一
方
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
約
半
数
を
占
め
、
タ
リ
バ
ン
の
母

体
で
も
あ
っ
た
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
の
間
に
、「
治
安
と
経
済
が
タ
リ

バ
ン
時
代
よ
り
悪
化
し
て
い
る
」
と
い
う
強
い
不
満
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
地
域
に
お
い
て
、

治
安
の
悪
化
→
開
発
の
遅
れ
に
よ
る
経
済
状
態
の
悪
化
→
政
府
不
信

の
拡
大
→
反
政
府
武
装
勢
力
の
浸
透
→
治
安
の
更
な
る
悪
化
、
と
い

う
悪
循
環
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ

た
ア
フ
ガ
ン
の
国
家
再
建
の
最
大
の
問
題
の
一
つ
が
、
こ
の
民
族
間
・

地
域
間
格
差
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
政
府
の
実
行
支
配
地
域
の
減
少

で
あ
る
と
い
え
る
。

タ
リ
バ
ン
指
導
部
と
の
和
解
が
肝
心

　

こ
の
悪
循
環
を
食
い
止
め
る
方
法
は
、「
タ
リ
バ
ン
を
含
め
た
反

政
府
武
装
勢
力
と
の
和
解
を
進
め
る
し
か
な
い
」
と
い
う
の
が
ア
フ

ガ
ン
政
府
の
要
人
、
国
連
、
そ
し
て
一
般
の
ア
フ
ガ
ン
人
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
二
〇
〇
八
年
に
行
っ
た
調
査
の
私
の

結
論
で
あ
っ
た
。
〇
九
年
以
降
、国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
局
や
、岡
田
外
相
（
当
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時
）
を
は
じ
め
日
本
政
府
要
人
に
リ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
、
新
た
な
ア
フ
ガ
ン
和
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
ま
た
米
国
の
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
・

ア
フ
ガ
ン
パ
キ
ス
タ
ン
特
使
（
当
時
）
や
そ
の
副
特
使
に
も
、
私
の

論
文
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
直
接
話
す
機
会
を
得
た
。
ち
ょ
う
ど

ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
も
、
軍
事
作
戦
だ
け
で
は
ア
フ
ガ
ン
問
題
の
解

決
は
難
し
い
と
い
う
意
見
が
高
ま
っ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
結
果
的

に
、
日
本
政
府
が
〇
九
年
一
一
月
に
、
ア
フ
ガ
ン
支
援
策
の
三
本
柱

の
一
つ
に
「
タ
リ
バ
ン
と
の
和
解
と
、
そ
の
兵
士
の
社
会
復
帰
（
再

統
合
）
を
支
援
す
る
」
こ
と
を
発
表
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

ア
フ
ガ
ン
政
府
、
日
本
、
米
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
国
連
に
よ
る

新
た
な
和
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
た
め
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。

私
は
〇
九
年
一
二
月
か
ら
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
政
務
官
に
赴
任
し
、和
解
・

再
統
合
に
関
す
る
国
連
側
の
実
務
責
任
者
に
な
り
、
新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
り
に
直
接
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
和
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
の
中
で
大
き
な
焦
点
に
な
っ
た
の

が
、「
タ
リ
バ
ン
指
導
部
」
と
の
政
治
的
な
交
渉
も
和
解
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
対
象
に
す
る
の
か
、
タ
リ
バ
ン
の
中
堅
幹
部
や
一
般
兵
士
な

ど
と
の
和
解
の
み
を
対
象
と
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
就
任
し
て
か
ら
、
タ
リ
バ
ン
と
の

和
解
も
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
初
は
「
タ
リ
バ
ン
の

指
導
部
は
攻
撃
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
一
般
兵
士
に
は
和
解
・
再
統

合
を
促
し
、別
の
選
択
肢
を
与
え
る
」（
〇
九
年
三
月
の
オ
バ
マ
演
説
）

と
い
う
の
が
、
米
政
府
の
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
カ
ブ
ー
ル

に
お
け
る
和
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
お
い
て
も
、
米
軍
や
多
国
籍
軍

の
担
当
者
の
間
に
は
、
タ
リ
バ
ン
指
導
部
と
の
政
治
的
な
和
解
へ
の

慎
重
論
が
根
強
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
連
側
は
「
最
終
的
に
は
タ

リ
バ
ン
指
導
部
、
特
に
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
あ
る
タ
リ
バ
ン
の
意
思
決

定
機
関
『
ク
エ
タ
評
議
会
』
と
の
和
解
・
政
治
交
渉
な
し
に
は
永
続

的
な
平
和
は
達
成
で
き
な
い
」と
い
う
の
が
、一
貫
し
た
主
張
で
あ
っ

た
。
タ
リ
バ
ン
指
導
部
に
、
戦
闘
を
継
続
す
る
意
思
と
資
金
が
あ
る

限
り
、
た
と
え
一
般
兵
士
が
和
解
に
応
じ
て
も
、
仕
事
の
な
い
他
の

ア
フ
ガ
ン
青
年
が
タ
リ
バ
ン
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
高
い
か

ら
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
ア
フ
ガ
ン
政
府
の
和
解
担
当
大
臣（
ス
タ
ネ
グ
ザ
イ
氏
）

や
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
が
、
タ
リ
バ
ン
指
導
部
と
の
和
平
交
渉
の
必
要

性
を
共
有
し
た
た
め
、
二
〇
一
〇
年
七
月
の
カ
ブ
ー
ル
国
際
会
議
で

採
択
さ
れ
た
「
ア
フ
ガ
ン
和
平
と
再
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
タ

リ
バ
ン
等
、
反
政
府
武
装
組
織
の
ト
ッ
プ
と
の
交
渉
と
、
そ
の
他
中

堅
幹
部
や
一
般
兵
士
と
の
和
解
の
取
り
組
み
を
同
時
並
行
し
て
行
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
タ
リ
バ
ン
指
導
部
が
和
解
に
応
じ
た

場
合
、「
政
治
参
加
」
や
「
国
連
制
裁
リ
ス
ト
か
ら
の
除
名
」「
第
三
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国
へ
の
亡
命
」「
政
治
的
恩
赦
」
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
明
記

さ
れ
た
。そ
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
金
に
対
し
、米
国
も
ま
た
、

日
本
や
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
と
共
に
最
大

出
資
国
の
一
つ
に
な
っ
た
。つ
ま
り「
タ
リ
バ
ン
指
導
部
と
の
和
解
」

に
つ
い
て
、
米
国
も
す
で
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
上
で
は
踏
み
出
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
米
国
と
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
予
定
さ
れ
た
米
軍

の
撤
退
開
始
の
前
に
一
定
の
軍
事
作
戦
の
成
果
を
あ
げ
、「
軍
事

的
な
優
位
性
」
を
持
っ
て
、
タ
リ
バ
ン
と
の
交
渉
に
臨
み
た
い
と

い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。
一
方
で
一
〇
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
行

わ
れ
た
軍
事
作
戦
の
成
果
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
支
配

的
な
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
米
国
は
、
今
年
五
月
一
日
に
ア
ル
カ

イ
ダ
の
首
領
で
あ
る
ビ
ン
ラ
デ
イ
ン
の
殺
害
に
成
功
し
た
。
そ
の

結
果
オ
バ
マ
大
統
領
は
今
年
六
月
の
演
説
で
「
我
々
は
ア
ル
カ
イ

ダ
に
対
す
る
優
位
性
を
持
っ
て
ア
フ
ガ
ン
の
撤
退
を
開
始
で
き
る
」

と
説
明
。
ビ
ン
ラ
デ
イ
ン
の
殺
害
は
、
ア
メ
リ
カ
の
撤
退
開
始
に

一
定
の
大
義
を
与
え
る
形
に
な
っ
た
。
他
方
、
タ
リ
バ
ン
に
つ
い

て
は
同
演
説
で
、「
こ
れ
か
ら
タ
リ
バ
ン
を
含
め
て
和
解
を
進
め
て

い
く
」
と
、
タ
リ
バ
ン
全
体
に
対
す
る
和
解
を
目
指
す
政
治
交
渉

に
入
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
ゲ
イ
ツ
米
国
防
長
官
や
、
カ

ル
ザ
イ
大
統
領
も
、
同
月
、
タ
リ
バ
ン
側
と
予
備
交
渉
の
た
め
の

2010年6月22日、国連安保理代表団はカルザイ大統領と会談し、
タリバンへの制裁解除に合意した（写真：ロイター／アフロ）
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接
触
を
既
に
始
め
て
い
る
こ
と
を
正
式
に
認
め
た
の
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
同
意
が
不
可
欠

　

今
後
、
米
軍
や
多
国
籍
軍
が
、
治
安
権
限
を
す
べ
て
ア
フ
ガ
ン

政
府
側
に
委
譲
し
、
基
本
的
に
は
撤
退
を
完
了
す
る
と
し
て
い
る

二
〇
一
四
年
ま
で
の
間
に
、
政
治
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
が
、
そ
の
う
え
で
焦
点
に
な
る
の
が
、
①
今
後
の
交
渉
の
枠
組

み
、
②
最
終
的
に
ど
ん
な
結
果
が
合
意
可
能
か
、
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

　

交
渉
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
米
国
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
、

タ
リ
バ
ン
、
そ
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
四
者
が
、
こ
の
交
渉
の
核
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。
米
国
が
、
紛
争
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る

こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
ま
た
タ
リ
バ
ン
を
背
後
か
ら
支
援
し
て
き
た

と
さ
れ
る
パ
キ
ス
タ
ン
が
、
合
意
内
容
を
納
得
し
、
タ
リ
バ
ン
に
そ

の
履
行
を
促
し
て
い
く
状
況
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
合
意
の
持
続
的
な

履
行
も
見
込
め
な
い
（
ま
た
以
前
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
同
意
な
し
に
、

タ
リ
バ
ン
の
あ
る
幹
部
が
和
平
へ
の
対
話
を
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
始
め

よ
う
と
し
た
矢
先
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
そ
の
タ
リ
バ
ン
幹
部
を
拘
束
し

た
過
去
も
あ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
四
者
が
対
話
を
繰
り
返
す

枠
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
パ
キ
ス
タ

ン
政
府
の
間
に
は
タ
リ
バ
ン
と
の
和
解
に
向
け
た
合
同
委
員
会
が
発

足
し
て
お
り
、
こ
れ
に
他
の
二
者
を
加
え
た
枠
組
み
の
構
築
が
急
務

で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
平
行
し
て
、
周
辺
諸
国
や
お
も
な
支
援
国
を

加
え
た
「
ア
フ
ガ
ン
和
解
友
好
国
会
合
」
を
形
成
し
、
合
意
し
た
内

容
を
周
囲
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、核
に
な
る
四
者
と
、そ
れ
以
外
の
主
要
支
援
国
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
二
層
構
造
を
つ
く
る
こ
と
が
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
実
際
の
交
渉
内
容
で
あ
る
が
、
タ
リ
バ
ン
側
の
最
大
の
要

求
が
、「
外
国
の
軍
隊
の
ア
フ
ガ
ン
か
ら
の
撤
退
」
で
あ
り
、
米
国

な
ど
多
国
籍
軍
側
も
、
基
本
的
に
は
二
〇
一
四
年
末
を
も
っ
て
撤
退

を
完
了
し
た
い
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
点
は
合
意
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
米
国
が
当
初
ア
フ
ガ
ン
に
侵
攻
し
た
理
由
で
あ
る

「
ア
ル
カ
イ
ダ
な
ど
、
米
国
を
攻
撃
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
組
織
の

温
床
に
な
ら
な
い
国
」
に
な
る
条
件
に
つ
い
て
は
、
タ
リ
バ
ン
側
も

一
〇
年
か
ら
繰
り
返
し
「
ア
フ
ガ
ン
国
内
で
の
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の

活
動
を
認
め
な
い
」
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
点
も
双
方
に
信
頼
関

係
が
構
築
さ
れ
れ
ば
、
合
意
で
き
る
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
。

「
権
力
の
分
割
」
は
で
き
て
も
、「
土
地
の
分
割
」
は
困
難

　

最
も
困
難
な
の
が
、
ア
フ
ガ
ン
の
国
家
統
治
に
関
す
る
交
渉
で
あ

ろ
う
。
タ
リ
バ
ン
側
が
お
そ
ら
く
「
土
地
の
分
割
、
つ
ま
り
南
部
や

東
部
な
ど
を
分
割
統
治
す
る
こ
と
」
を
最
初
の
和
解
の
条
件
と
し
て

望
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
の
に
対
し
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
側
は
、「
権
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力
の
分
割
、
つ
ま
り
一
定
数
の
閣
僚
ポ
ス
ト
や
、
県
知
事
等
の
地
方

政
府
の
ポ
ス
ト
」
等
を
譲
与
す
る
こ
と
で
、
タ
リ
バ
ン
と
の
和
解
を

目
指
し
て
い
る
か
ら
だ
。
米
国
に
と
っ
て
「
土
地
の
分
割
」
は
、
タ

リ
バ
ン
支
配
地
域
が
再
び
国
際
テ
ロ
の
温
床
に
な
る
の
で
は
と
い
う

懸
念
が
強
く
、
容
易
に
合
意
で
き
な
い
。
一
方
、
国
民
や
議
会
か
ら

の
支
持
が
下
が
っ
て
い
る
カ
ル
ザ
イ
政
権
と
連
立
政
権
に
入
る
メ

リ
ッ
ト
が
、
タ
リ
バ
ン
側
に
ど
こ
ま
で
あ
る
か
は
不
透
明
で
あ
り
、

こ
の
点
が
、
交
渉
の
最
大
の
課
題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
私
見
で

は
、
あ
く
ま
で
「
権
力
の
分
割
」
を
基
本
線
に
交
渉
を
行
い
、
タ
リ

バ
ン
幹
部
の
安
全
と
政
党
組
織
へ
の
転
換
と
政
権
へ
の
関
与
を
保
障

し
つ
つ
、
現
憲
法
の
枠
組
み
を
な
る
だ
け
維
持
す
る
形
の
和
解
を
目

指
す
こ
と
が
、
女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害
な
ど
、
タ
リ
バ
ン
の
圧
政

を
復
活
さ
せ
な
い
た
め
に
も
重
要
と
考
え
る
。

　

二
〇
一
四
年
ま
で
の
三
年
間
が
、
ア
フ
ガ
ン
の
将
来
を
占
う
重
要

な
時
期
に
な
る
。
も
し
一
四
年
ま
で
に
政
治
交
渉
が
成
立
せ
ず
、
米

軍
の
撤
退
が
予
定
通
り
行
わ
れ
た
場
合
、
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ン
を
撤
退

し
た
時
と
同
じ
よ
う
な
凄
惨
な
内
戦
に
突
入
す
る
危
険
性
は
十
分
あ

る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
国
際
社
会
も
全
力
を
あ
げ
て
、
ア
フ
ガ
ン

の
政
治
的
交
渉
と
和
解
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
お
け
る
日
本
の
役
割
は
大
き
い
。
昨
年
で
き
た
新
た
な

和
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
の
主
導
的
な
役
割
と
資
金
的
な
支
援
が

基
礎
に
な
っ
て
実
現
し
、
す
で
に
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
タ
リ
バ
ン

兵
士
と
の
和
解
を
達
成
、
そ
の
数
は
毎
月
増
加
し
て
い
る
。
今
後
、

交
渉
の
核
と
な
る
四
者
の
対
話
を
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
等
と
協
力
し
て
促

進
し
て
い
く
と
同
時
に
、
四
者
＋
周
辺
国
・
支
援
国
を
束
ね
る
友
好

国
会
合
を
開
き
、
支
援
の
枠
組
み
作
り
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
。
二
〇
一
二
年
は
、
東
京
で
ア
フ
ガ
ン
復
興
会
議
を
開
催
し
て

か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
目
で
あ
り
、
和
解
に
向
け
た
友
好
国
会
合
を

日
本
で
開
催
す
る
好
機
で
も
あ
る
。

　

日
本
は
ア
フ
ガ
ン
に
対
し
て
一
貫
し
て
民
生
支
援
を
続
け
、
ア
メ

リ
カ
に
次
ぐ
支
援
国
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
一
般
の
人
々
か
ら

高
い
支
持
を
受
け
て
き
た
。
現
在
も
治
安
の
悪
化
が
続
く
中
、
大
使

館
職
員
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
約
一
二
〇
人
が
留
ま
り
、

農
業
支
援
や
カ
ブ
ー
ル
首
都
圏
開
発
を
は
じ
め
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
職

業
訓
練
、
警
察
支
援
等
の
た
め
、
必
死
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ

う
し
た
誠
意
あ
る
民
生
支
援
を
今
後
も
続
け
、
ア
フ
ガ
ン
の
人
た
ち

の
将
来
に
明
か
り
を
灯
し
つ
つ
、
和
解
に
向
け
た
政
治
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
は
、
た
と
え
震
災
な
ど
未
曾
有
の
国
難
に
襲
わ

れ
て
も
「
平
和
構
築
を
支
援
す
る
国
家
」
と
し
て
の
日
本
の
国
際
的

な
評
価
を
高
め
る
と
同
時
に
、
ア
フ
ガ
ン
紛
争
と
苦
闘
す
る
米
国
か

ら
も
感
謝
さ
れ
、
何
よ
り
ア
フ
ガ
ン
人
自
身
か
ら
末
永
く
感
謝
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
■




